➀　申出人：保護者 
土曜保育の利用があるが、振替の休みのところに保育園の休業日にあたる「祝日」の日を当てられる。職員間で「父は水曜が休み」との情報があったので、「水曜はお父さんが休みではないですか？」と母に尋ねる。その時に、母から「父は仕事である」と回答を得た。しかし、入園時の父の勤務時間が9時間／日と記入されていたり、水曜日の営業が午前中のみであることがわかり、もう一度確認のため、父の迎えの時に父に直接勤務の様子を尋ねる。その後、翌日のノートで「何度も聞かれ不快な思いをした。信用が無いのならば、（父親職場の）ホームページを見てください。」と書かれる。父は水曜も勤務がある。母の勤務は5月などの祝日が多いときは、振休が日曜日や祝日など保育園の休業日に充てられることが多いので、土曜日の振休が平日に取れないと事情を話され、事情をわかってもらいたい様子であった。
相談解決の結果 
ノートで苦情を記入した後、しばらくは、職員からの声掛けを無視するような態度で怒りを表現されたが、時間が経つと、普段通りに戻られた。
両親の勤務状況を詳しく教えてもらい事情が分かったことを伝え、重ねて尋ねたこともお詫びする。　

②　申出人：保護者
金曜日に園児でコロナ罹患児がでてから日曜日に本児が発熱、月曜日に本児の弟も熱にて保育園を早退する。受診のお願いをするが、父は「検査は受けないでいいと言われ、受診は強要された。言っている意味が分からない。」とのこと。コロナになった子との接触があったなら、そのことを伝えてほしかった。熱は出たけれど、下がったから登園させたのに、詳しく説明もなく受診をするように言われて、不快だった。普段から保育園の運営に協力しているつもりだ。保育者によって熱が出た時の迎えなどの対応も違うし、熱の時の迎えに行く基準が知りたい。また、登園の基準が知りたい。
　相談解決の結果
　本児の父が再度園長・副園長と話しをする。園長より、コロナ罹患者が出たということもあり、関わった職員（担任）は感染が広がらないように受診を勧めたと説明する。父の気持ちを汲んで話を聞いたことで、父の気持ちは落ち着かれる。副園長からは、不快な思いをさせてしまったことに対して謝罪をし、保育園の保健についておたよりでお知らせしている内容を再度父に伝えた。
　職員会にてこの件を共有し、受診するかどうかを決めるのは保護者であり、検査をするかどうかを決めるのは医師であると確認をした。今後、感染症罹患者が出たときは、玄関前に状況「コロナ〇組〇人」と表記して保護者に伝えるようにする。
